
小学校教職員の「自分らしさ」を引き出す応援通信９号2023年12月21日

１２月に入って２回目の発行となります。１２月は今号含めてあと１回の発行を予定しています。
仕事と生活バランスよくできていますか。今号もキャリアアップに関する内容になっています。
今号のトピックは次の２つです。
１ 小学校教員のキャリアアップを生成ＡＩに調べさせてみた。（ChatGPT編）
２ キャリアアップその３ 雇用保険による教育訓練給付金（特定教育訓練一般給付金）について

１ 小学校教員のキャリアアップを生成ＡＩに調べさせてみた。（ChatGPT編）
キャリアアップが他の教員との違いを生む
小学校教員がキャリアアップするためには、以下のアプローチやステップを考慮することが重要

です。ちなみに私は晩年、何度もメンタルヘルス２級や１級の試験に挑戦しましたが、なかなか覚
えられず合格することができませんでした。もう少し若ければと思いました。

専門知識の向上：新しい教育法や教材について学び、最新の教育トピックに対する知識を深めるこ
とが重要です。継続的な学習を通じて、自分の専門領域を広げましょう。

修士号や資格取得：修士号を取得するか、教育関連の資格を取得することで、より高度な知識とス
キルを身につけ、キャリアアップにつなげることができます。

カリキュラム開発やリーダーシップの経験：カリキュラムの開発や教育プログラムの改善に携わる
ことで、教育の中でのリーダーシップを発揮できます。学校内のプロジェクトや委員会への参加を
通じて経験を積みましょう。

継続的な職業訓練：教育分野は常に変化しています。継続的な職業訓練やワークショップに参加す
ることで、新しい教育手法やテクノロジーを習得し、自分のスキルをアップデートしましょう。

外部組織やプロフェッショナルネットワークの活用：教育関連の外部組織やプロフェッショナルネ
ットワークに参加することで、他の教育者との交流が生まれ、情報やアイデアの共有が可能です。

指導経験の積み重ね：生徒や他の教員への指導経験を積むことで、リーダーシップのスキルを向上
させることができます。特に、他の教員のメンターとなることで、教育コミュニティでの影響力を
高めることができます。

研究活動への参加：教育研究に参加することで、教育への新しいアプローチやベストプラクティス
について理解を深めることができます。

これらのアプローチを組み合わせ、自分の専門領域や興味に合った方法でキャリアアップを進め
ることが重要です。また、学校の管理職へのステップアップや、教育機関外でのキャリアチャンス
も探してみると良いでしょう。と最後に結んでいます。

２ キャリアアップその２ 雇用保険による教育訓練給付金について
教育訓練給付の種類を3回に分けて説明します。2回目は特定一般教育訓練給付金です。
○特定一般教育訓練給付金は、受講費用の40％（上限：年間20万円）が支給されます。受講にあたって
は、訓練前キャリアコンサルティングが必須条件です。対象講座は、業務独占資格などの取得を目標
とする講座で介護職員初任者研修、大型自動車第一種・第二種免許などやデジタル関係の講座で
一定レベル（ITSSレベル２）以上の情報通信技術に関する資格取得を目標とする講座です。その他
に短時間（60時間以上120時間以下）の職業実践力育成プログラム及びキャリア形成促進プログラム
（文部科学大臣認定）が対象となります。２つの給付金の違いは給付金の金額や訓練前のキャリアコン
サルティングの有無です。

校長先生にお願いして相談室をお借りしました。、１２月２５日～１２月２７日９時～１１時まで
仕事や仕事を通しての生活に関する相談、これからの人生設計など、相談できる部屋を期間限定で
開設します。 この期間は相談室に在住していますので、是非お立ち寄りください。
面談の流れなど、詳しい詳細は別紙にてお知らせします。
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